
令和8年4月１日現在　切石区の人口　2,200人（男性 1,082人　女性 1,118人） 組合加入 575戸（世帯数　935戸）

令和8年6月30日

第 45 号

新
区
長
あ
い
さ
つ

　

令
和
８
年
度
定
期
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
区
長
職
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ

り
非
才
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
小
澤
副
区
長
以
下
、
有

能
に
し
て
実
力
に
富
む
役
員

を
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
総
合
力
で
諸
課
題

に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　

区
長
の
役
割
は
、
区
民
の

皆
様
の
安
全
と
安
心
の
た
め

に
働
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
重
点
課
題
の

第
一
は
、
防
災
対
策
の
充
実

強
化
で
す
。
防
災
用
備
品
の

更
な
る
拡
充
と
防
災
訓
練
の

充
実
と
と
も
に
、
区
民
ひ
と

り
一
人
が
防
災
意
識
を
高
め

て
く
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

第
二
は
、
組
合
加
入
促
進

で
す
。
こ
れ
も
災
害
時
の
安

否
確
認
等
、
組
合
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

第
三
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
松
川
工
区
の
事
故
防
止

と
安
全
対
策
、
妙
琴
線
の
早

期
拡
幅
に
向
け
た
関
係
者
と

の
協
議
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
優
先
順
位
を
つ

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

後列左より　田島英博（１班長・継） 福本益之（２班長・継） 原　　徹（３班長・新） 
　　　　　　藤原克弘（４班長・継） 代田昭久（５班長・新） 吉澤　忍（６班長・新） 桜井　治（７班長・継）
　　　　　　久保田政彦（８班長・新） 各務和彦（９班長・継）
前列左より　中村京子（健康福祉部長・再） 　　　酒井克規(環境衛生部長・新）　　　中島　進（建設山林部長・継）
　　　　　　藤井　昭（監事・新）　　　村澤英彦（監事・新） 前澤清隆（監事・新）
　　　　　　土屋　勉（区長・新）　　　小澤澄子（副区長・留） 嶋村　浩（会計・新） 遠山広基（総務・新）
　　　　　　仲田　明（公民館長・留） 　　松本　剛（生活安全部長・留）　　　吉川昌彦（子どもを育む部長・留）
 ＊略字説明　 新＝新任役員　 継＝任期２年目役員　 留＝２期目役員　 再＝再任役員

区
長
　
土

屋
　
勉

副
区
長 

（
留
任
）

2班2組
小澤澄子

区
　
長 

（
新
任
）

4班7組
土屋　勉

総
　
務 

（
新
任
）

4班10組
遠山広基

会
　
計 

（
新
任
）

1班10組
嶋村　浩

役
員
の
紹
介

２
面
へ

令和８年度  切石区自治会役員一同



子供獅子の奉納舞（宵祭り）子供獅子の奉納舞（宵祭り）子供獅子の奉納舞（宵祭り）

令和 8年 6月30日 第45号　　

　

令
和
８
年
天
伯
八
幡
神
社

春
季
祭
典
奉
納
獅
子
舞
も
、

区
の
役
員
を
は
じ
め
壮
年

団
・
P
T
A
・
日
赤
奉
仕

団
・
保
存
会
の
役
員
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
無
事
奉
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
事
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
小
学
生
が
少
な
く

子
供
獅
子
の
参
加
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
中
学

生
の
参
加
を
い
た
だ
き
子
供

獅
子
の
舞
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
学
生
は
小
学
生
の

時
か
ら
獅
子
舞
を
や
っ
て
お

り
、
こ
の
子
達
が
20
年
後
に

は
切
石
区
の
中
心
と
な
っ
て

活
躍
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
切
石
区
の
明
る
い
未
来

を
見
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
獅
子
舞
保
存
会

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

鼎
中
　
代
田
皐
士
郎

　

僕
は
小
学
生
の
頃
か
ら
獅

子
舞
の
練
習
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
は
舞
子
を
練
習
し
て
い
ま

す
が
と
て
も
難
し
く
、
本
番

は
不
安
と
緊
張
が
あ
り
ま
し

た
。
で
す
が
仲
間
と
一
緒
に

舞
う
こ
と
は
達
成
感
が
あ
り
、

と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
は
伝
統
の
継
承
、

地
域
の
方
と
の
繋
が
り
が
持

て
る
素
晴
ら
し
い
行
事
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
参

加
し
て
切
石
区
民
の
お
宅
に

も
っ
と
福
が
舞
い
込
む
よ
う

な
舞
い
が
で
き
る
よ
う
練
習

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
10
日（
日
）の
午
前
中

に
切
石
区
の
役
員
と
建
設
山

林
部
員
総
勢
19
名
が
参
加
し
、

区
が
所
有
す
る
区
有
林
・
分

収
林
の
見
回
り
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

熊
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た

た
め
、
熊
避
け
の
メ
ガ
ホ
ン

や
熊
鈴
を
装
着
し
て
の
見
回

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
林
専
門
委
員
か
ら
現
場

で
説
明
を
受
け
現
状
確
認
を

し
ま
し
た
。

　

山
の
神
の
丸
太
の
橋
と
山

の
神
の
鳥
居
が
10
年
以
上
経

ち
、
老
朽
化
が
進
み
、
秋
口

に
向
け
改
良
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

役員の紹介

　
切
石
獅
子
舞
保
存
会
長
　

　
熊
谷
　
稔

中
学
生
の
参
加

　
あ
り
が
と
う

９
班
長
（
継
続
）

9班10組
各務和彦

８
班
長
（
新
任
）

8班12組
久保田政彦

７
班
長
（
継
続
）

7班18組
桜井　治

６
班
長
（
新
任
）

6班10組
吉澤　忍

５
班
長
（
新
任
）

5班10組
代田昭久

４
班
長
（
継
続
）

4班8組
藤原克弘

３
班
長
（
新
任
）

3班2組
原　徹

２
班
長
（
継
続
）

2班4組
福本益之

１
班
長
（
継
続
）

1班15組
田島英博

監　
事
（
新
任
）

5班1組
村澤英彦

監　
事
（
新
任
）

6班6組
藤井　昭

監　
事
（
新
任
）

5班12組
前澤清隆

建
設
山
林
部
長
（
継
続
）

7班11組
中島　進

環
境
衛
生
部
長
（
新
任
）

1班10組
酒井克規

健
康
福
祉
部
長
（
再
任
）

9班13組
中村京子

子
ど
も
を
育
む
部
長（
留
任
）

7班11組
吉川昌彦

生
活
安
全
部
長
（
留
任
）

6班6組
松本　剛

公
民
館
長
（
留
任
） 

4班11組
仲田　明

　
　
建
設
山
林
部
長
　
　
　

　

中
島
　
進

区
有
林
の

　
見
回
り
の
実
施



切石カラオケ同好会
詩吟クラブ
切石走ろう会
切石マレットゴルフクラブ
トリム体操クラブ
書道クラブ
切石ソフトバレークラブ
切石煙火クラブ

人数連絡先班・組代表者名クラブ名
9
7
20
28
9
5
4
5

090-4463-7964
090-4152-1132
090-7816-6332
090-4159-7377
22-0519

090-7250-8249
52-6836
24-7818

6-15
9-1
6-15
9-7
4-10
9-13
4-8
3-2

小林　賢次
下村　悦子
渡辺　政雄
梅田　実
尾澤　紀子
中村　京子
村澤　淳子
加藤　和行

令和８年度切石区クラブ活動名簿

　

５
月
17
日（
日
）、切
石
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
大
袋
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
17
名
を
含
む
約
50

名
が
参
加
、
小
学
生
３
チ
ー

ム
、
壮
年
団
４
チ
ー
ム
、
走

ろ
う
会
４
チ
ー
ム
、
切
石
区

の
役
員
１
チ
ー
ム
の
計
12
チ

ー
ム
が
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
と
決

　　令和 8年 6月30日
　

５
月
３
日（
日
）、
恒
例
の

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
ワ
ン
デ
ー

マ
ー
チ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
鼎
公
民
館
を
発
着
点
に
、

水
の
手
橋
↓
四
季
の
広
場
↓

上
茶
屋
公
民
館
を
巡
る
全
長

4.3
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
す
。 

歩
き
や
す
い
曇
り
空
の
下
、

切
石
地
区
か
ら
は
保
育
園
児

か
ら
80
代
ま
で
約
35
名
が
参

加
。
川
沿
い
に
そ
よ
ぐ
爽
や

か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
、
休

憩
場
所
の
四
季
の
広
場
で
は

子
ど
も
た
ち
が
元
気
よ
く
遊

ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
道

中
の
ク
イ
ズ
で
は
鼎
の
街
並

み
を
一
望
し
な
が
ら
学
校
の

場
所
を
当
て
る
な
ど
、
地
元

の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

み
を
進
め
ま
し
た
。
後
半
は

第45号

少
し
疲
れ
も
見
え
ま
し
た
が
、

ゴ
ー
ル
後
の
焼
肉
を
楽
し
み

に
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
！
切
石

会
館
で
の
親
睦
会
で
は
美
味

し
い
お
肉
を
囲
ん
で
笑
顔
と

会
話
が
弾
み
、
地
域
の
絆
が

よ
り
深
ま
る
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た

皆
様
、
お
疲
れ

様
で
し
た
。

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
４
つ
の

コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
、
合
計

20
試
合
、
真
夏
日
の
日
差
し

の
下
、
と
て
も
暑
い
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
完
璧
な
投
球

へ
の
歓
声
や
爆
笑
、
小
学
生

相
手
に
大
人
げ
な
い
試
合
運

び
を
す
る
壮
年
団
チ
ー
ム
へ

の
ヤ
ジ
な
ど
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
進
行
し
ま

し
た
。
優
勝
・
準
優
勝
・
第

３
位
の
チ
ー
ム
に
賞
金
が
授

与
さ
れ
、
全
参
加
チ
ー
ム
に

参
加
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

大
会
運
営
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
役
員
の
皆
さ
ん
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

優
勝
し
た
壮
年
団
チ
ー
ム

を
は
じ
め
と
す
る
上
位
６
チ

ー
ム
は
、
６
月
７
日（
日
）に

開
催
さ
れ
る
鼎
ペ
タ
ン
ク
大

会
へ
出
場
し

ま
す
。
優
勝

目
指
し
て
頑

張
っ
て
く
だ

さ
い
。

後列左から　本館文化委員　　　佐々木行博
　　　　　　本館体育委員　　　石原　修
　　　　　　本館広報委員 兼 広報部長
　　　　　　　　　　　　　　　大屋敷美芳
　　　　　　体育部長　　　　　久保田康弘
　　　　　　文化部長　　　　　上野洋平
前列左から　副公民館長（会計）　長谷部弓子
　　　　　　主　　事　　　　　八幡秀彦
　　　　　　公民館長　　　　　仲田　明
　　　　　　副公民館長　　　　井坪弥生

令和８年度公民館役員

クラブ
員

募集中
！

４
月
19
日　
新
年
度
運
営
委
員
会

５
月
３
日　
ふ
る
さ
と
再
発
見
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

５
月
17
日　
切
石
ペ
タ
ン
ク
大
会

６
月
７
日　
鼎
地
区
ペ
タ
ン
ク
大
会

８
月
１
日　
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
切
石
会
館
会
場

　
　
　
　
　
　
公
演
の
運
営

８
月
１
日　
飯
田
り
ん
ご
ん　
鼎
ま
ち
づ
く
り
連
参
加

９
月
６
日　
鼎
縦
断
駅
伝

10
月
11
日　
切
石
文
化
祭
＆
秋
ま
つ
り

10
月
31
日
・
11
月
１
日　
ふ
る
さ
と
鼎
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
　
　
広
場
・
文
化
祭

11
月
15
日　
飯
田
市
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

令
和
９
年

１
月
10
日　
鼎
地
区
二
十
歳
の
集
い

１
月
17
日　
切
石
班
対
抗
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

１
月
24
日　
鼎
公
民
館
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
（
ボ
ッ
チ
ャ
）

２
月
14
日　
飯
田
市
公
民
館
大
会

３
月
12
日　
鼎
公
民
館
本
館
定
期
総
会

■

令
和
８
年
度
の
公
民
館
行
事
予
定

公
民
館
広
報
部
長
　
　
　

　

大
屋
敷
美
芳

ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ

　
　
公
民
館
体
育
部
長
　
　
　

　

久
保
田
康
弘

切
石
ペ
タ
ン
ク
大
会



令和 8年 6月30日 第45号　　

　

今
年
も
新
役
員
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年
々
役

員
の
選
出
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
な
ぜ
役

員
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が

重
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
切
石
と
い
う
地
域
に
根

を
下
ろ
し
、
共
に
生
き
、
共

に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
時

に
支
え
合
う
…
そ
こ
に
は
す

る
人
・
さ
れ
る
人
と
い
う
関

係
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
役
員

と
非
役
員
と
い
う
関
係
性
も

な
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
活

動
と
は
元
来
そ
ん
な
に
重
い

も
の
で
は
な
く
、
水
や
空
気

の
よ
う
に
あ
た
り
前
に
存
在

し
、
ま
た
無
く
て
は
な
ら
ぬ

も
の
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
区
民
が
一

生
の
中
で
の
一
つ
の
経
験
と

し
て
役
員
が
あ
る
。
そ
ん
な

こ
と
を
願
い
な
が
ら
編
集
し

ま
し
た
。　
　
　

（
遠
山
）

　

広
報
委
員
長　

小
澤
澄
子

　
　

副
委
員
長　

遠
山
広
基

　
　
　

委　

員　

仲
田　

明

　
　
　

委　

員　

中
島　

進

　平成30年24号の広報きりいしに、2027年開業予
定のリニア中央新幹線の準備工事が５月から始まる
という組合回覧が回ったとありました。
　３月安全祈願式が行われ、５月にリニア対策委員会
が設置され、以降毎月工事関係機関が集まり進捗状
況を見守り続けて令和８年４月に93回となりました。
延長4,867ｍのうち2,300ｍに到達しました。まだ完
成までは先が長いですが、トンネル工事の安全対策
と搬出土運搬の安全運行による各種事故防止に向け
区民が安心できる生活環境を確保するという基本方
針を踏まえ、気がついた事
はどんどんお申し出くださ
り、改善するよう提示して
いきたいと思います。
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科　　目
前 年 度 繰 越
区費・事業所等賛助区費
助 成 金 ・ 他

計

８年度予算額
2,675,927
3,690,000
1,622,530
7,988,457

７年度予算額
2,313,426
3,700,000
1,565,000
7,578,426

比較増減
362,501
△ 10,000
57,530
410,031

科　　目
会 議 費
切石区民まつり費
敬 老 会 費
各 事 業 部 等 費
公 民 館 費
補 助 費
危 機 管 理 費
修繕費・備品費・事務費
保険料・水道光熱費・通信費
印刷費・消耗品費・その他
役 員 等 手 当
特 別 会 計 へ
予 備 費

計

８年度予算額
180,000
250,000

0
540,000
550,000
310,000
200,000
400,000
760,000
850,000
996,000
600,000
2,352,457
7,988,457

７年度予算額
250,000
250,000
40,000
480,000
500,000
310,000
250,000
420,000
750,000
590,000
972,000
600,000
2,166,426
7,578,426

比較増減
△ 70,000

0
△ 40,000
60,000
50,000

0
△ 50,000
△ 20,000
10,000
260,000
24,000

0
186,031
410,031

令和８年度 切石区自治会一般会計予算
（単位：円　△：前年度減）

（単位：円　△：前年度減）

収　入

支　出

トンネル坑口部
の状況

トンネル工事の
状況

リニア中央新幹線の進捗状況リニア中央新幹線の進捗状況




